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社会は人々と共に進化し, 言語もまた進化する. 諸言語はその使用と内容において拡大を続けており,
進化につれて廃れる語がある一方で, 適用可能性や目的に応じて獲得されたり, 造語として作り出された
りする語もある. このような, 新たに語彙に加わる言葉は, 多種多様な形で成立する. 借用語, 合成語,
混成語, 逆生語, 短縮語, 品詞転換による語, 新造語, 頭字語などがそうである. あるいは, さまざまな
要素の付加又は包含により派生する語もある. ｢借りる｣ ｢合わせる｣ ｢混ぜる｣ ｢切る｣ などと, 何やら筆
者の地元の美容院のメニューのようであるが, 当然のことながら新語の形成過程は非常に創造的であり,
その自在さは, まさにヘアスタイルのそれに近いのである. 英語には莫大な数の借用語が含まれており,
それぞれがアラビア語 (�������) からズールー語 (������) まで, 多様な言語に由来している. ������������������と�����������(����) は, 英語の��％以上はフランス語およびノルマン語 (����％), ラテ
ン語 (�����％), ゲルマン語 (��％) で構成されていると推計している. 日本語には, 主に借用語の表記
に用いられる種類の文字があり, これが大きな特徴となっている. 日本語における他言語からの借用は,
長年にわたってごく一般的に行われ, 現在, 日本語として使われている英語は, 技術用語からスポーツ用
語, 広告業界用語まで, 数千に及ぶという (�������他 ����, �����). さらに, 日本語においては中国
語をもとにした文字も使用されており (この文字はそれぞれ複数の異なる発音をもつことが多い), 異な
る文字や語の組み合わせが可能となっている. また同時に, 言葉の意味の面でも柔軟性がもたらされてい
る. 本稿では, 日本語と英語をモデルとして参照しながら, ある言語において新語が成立する際のさまざ
まな過程について考察する.�����：言語； 借用語； 合成； 逆性； 派生
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